
ハードウェアマニュアル



 　  注意
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基づくクラス A 情報技術装置です。
この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策
を講ずるよう要求されることがあります。

・ 本書に記載されている会社名、商品名は、各社の商標又は登録商標です。
・ 本書の内容は、機能改善のため予告なしに変更することがあります。
・ 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは禁止されています。
・ 本書にもとづいて本機種を運用した結果の影響、過失による損傷については一切責任を負うことはできません
のでご了承ください。

・ 本書の内容については万全を期して作成しましたが、理解できない箇所、記述の誤りや洩れなど、お気付きの
点がありましたらご連絡ください。
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安全上のご注意　     必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のように
説明しています。
■ 表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定される」内容
です。

■ お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。( 下記は絵表示の一例です。)

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

      警 告
■ 絶対に分解したり修理・改造しない。
発火したり、異常動作して、けがをすることがあります。

● 修理は、購入先にご相談ください。

■ 煙が出たり変な臭いや音がしたら、すぐに電源スイッチを切り、ACコンセントから電源プラグを抜く。
そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり感電する恐れがあります。
購入先にご相談ください。

■ 本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりした場合は、すぐに電源スイッチを切り、電源プラグを抜く。
そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり感電する恐れがあります。
購入先にご相談ください。

■ 付属品、消耗品の取り付け /取り外し及びお手入れの際は、電源プラグを抜く。
感電やけがをすることがあります。

■ 痛んだ電源コード・電源プラグ・ゆるんだコンセントは使用しない。
感電・ショート・発火の原因になります。

■ 電源コードを破損するようなことはしない。
傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、重いものを載せたり、挟み込ん
だりしないでください。
電源コードを傷め、火災・感電の原因になります。

■ 同梱の電源ケーブルは本製品（ＴＳＰ１００）専用ケーブルです。
他の製品（装置）には、ご使用になれません。

■ 電源プラグを抜く時はコードを引っ張らずに必ずプラグを持って抜く。
電源コードを傷め、火災・感電の原因になります。

■ ぬれた手で電源プラグをさわらない。
ぬれた手で電源プラグを抜き差しすると、感電の原因となることがあります。

■ 液体や異物などが内部に入ったら、電源スイッチを切り、ACコンセントから電源プラグを抜く。
そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり、感電する恐れがあります。購入先にご相談くだ
さい。

　 警告
　 注意
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       注 意
■ 次の場所には設置しない。 
感電、火災の原因となったり、製品やシステムに悪影響を及ぼすことがあります。

● 静電気や強い磁界が発生するところ。
　　故障の原因となります。

● 震動が発生するところ。
　　けが、故障、破損の原因となります。

● 平らでないところ。
　　転倒したり、落下して、けがや故障の原因となります。

● 温度・湿度がシステムのマニュアルが定めた使用環境を超える、または結露するところ。
　　故障の原因となります。

● 油、鉄分の多い所、ほこりっぽいところ。
　　故障の原因となります。

● 直射日光が当たるところ。火気の周辺、または熱気のこもるところ。
　　故障や変形の原因となります。

● 漏電や漏水の危険があるところ。
　　故障や感電の原因となります。

■ 印字中や印字直後は印字ヘッドやモータに手を触れない。
やけどをすることがあります。

■ プリンタ動作中にギヤ、ノブ、カッター等の可動部に手を触れない。
可動部に触れることにより、けがをすることがあります。

禁止

接触禁止
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１. 開梱と設置

1-1. 開梱
付属品が揃っているか確認してください。

1-2. 取り扱い上の注意
１. プリンタ本体は、水平で安定した机上に置いてください。
２. ＡＣラインは、ノイズを発生する他の装置（大型モ－タなど）とは分離してとるようにしてください。
３. 本体内部へクリップ、虫ピンなど異物を落とさないように注意してください。
 故障の原因になります。
４. 本体ケ－ス表面を清掃する時は、柔らかい布に中性洗剤をつけて拭き取ってください。
５. 用紙が、セットされていない状態で印字しないでください。
 印字ヘッドを痛める原因となります。
６. ロ－ル紙は、芯と用紙の糊づけがないものを使用してください。
７. 印字中はカバ－を開けないでください。
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フェライトコア

ＵＳＢケ－ブル
電源コ－ド

ＣＤ－ＲＯＭ

ネジ

ホルダプレ－ト

ロ－ル紙ガイド

スイッチメカクシ

ゴム足

プリンタ本体

ロ－ル紙

インストシ－ト



２. 外観と各部の名称

2-1. オ－トカッタ－モデル

2-2. ティアバ－モデル
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 カバ－オ－プンレバ－

レバ－を押してプリンタ
カバ－を開きます。

 プリンタカバ－

用紙の交換時等に開閉します。
印字中はプリンタカバ－を開
けないでください。

 操作パネル

プリンタの状態を示すランプ、
プリンタを操作するスイッチ
があります。

 電源スイッチ

プリンタの電源をＯＮ／ＯＦＦ
します。

 インタ－フェイスコネクタ

ケ－ブルを介して、各種ホスト
コンピュ－タと接続します。

 外部機器駆動用コネクタ

キャッシュドロワ－などの外部
機器と接続します。電話線には
接続しないでください。

 ＡＣインレット

電源コ－ドと接続します。

 カバ－オ－プンレバ－

レバ－を押してプリンタ
カバ－を開きます。

 プリンタカバ－

用紙の交換時等に開閉します。
印字中はプリンタカバ－を開
けないでください。

 操作パネル

プリンタの状態を示すランプ、
プリンタを操作するスイッチ
があります。

 電源スイッチ

プリンタの電源をＯＮ／ＯＦＦ
します。

 インタ－フェイスコネクタ

ケ－ブルを介して、各種ホスト
コンピュ－タと接続します。

 外部機器駆動用コネクタ

キャッシュドロワ－などの外部
機器と接続します。電話線には
接続しないでください。

 ＡＣインレット

電源コ－ドと接続します。



３. セットアップ
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3-1. プリンタ側のＵＳＢケ－ブルの接続

 図のようにUSBインタ－フェイスケ－ブルに添付の
フェライトコアを取り付け、ケ－ブル固定用フックに
差し込んでください。

 そしてUSBインタ－フェイスケ－ブルをプリンタに接
続してください。

注記： Windows 98/Me の場合、PC とプリンタがUSB ケーブルで接続した状態で、 はじめてプリンタの電源を
入れると、PC の画面に下記のようなダイアログが表示されることがあります。

 その場合は CD － ROM 内の Documents フォルダ内のソフトウェアマニュアルを参照してください。

3-2. 外部機器との接続
モジュラ－ジャックコネクタを使用して、プリンタをキャッシュドロワ－などの外部機器に接続することができ
ます。接続用ケ－ブルは同梱されていませんので、16ペ－ジの推奨ケ－ブル仕様をご参照ください。

(1) 電源コ－ドのプラグをコンセントから抜いてあることを
確認してください。

(2) ケ－ブルの一端のプラグを、外部機器のモジュラ－
ジャック用コネクタに接続してください。

 ケ－ブルの反対側の一端をプリンタ背面の外部機器駆動
用コネクタに接続してください。

注意： プリンタの故障原因となりますので、外部機器駆動用コネクタへは電話回線を接続しないでください。
また安全のために外部機器駆動用コネクタへは過電圧が加わる恐れのある配線を接続しないでください。



プリンタの仕様に適合する用紙を使用してください。

(1) カバ－オ－プンレバ－を押して、プリンタカバ－を開け
てください。

(2) 用紙を図のような向きにセットし、紙端を手前に引き出
してください。

(3) 図のように両サイドを押して、プリンタカバ－を閉めて
ください。

注意： プリンタカバ－を閉める際、左右一方の片閉め
にならないよう注意してください。

(4) ティアバ－モデルの場合：
 ロ－ル紙の先端を図のように切ってください。

 オ－トカッタ－モデルの場合：
 電源スイッチをＯＮにしてからプリンタカバ－を閉め
ると、自動的にカッタ－が動作してロ－ル紙の先端を
カットします。

カバ－オ－プンレバ－

用紙（ロ－ル紙）
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3-3. 用紙の挿入



 57.5mm幅ロ－ル紙を使用する場合は、添付のロ－ル紙
ガイドをプリンタ本体の溝に取り付けてください。

注意： 57.5mm 幅ロ－ル紙の使用後に、79.5mm 幅
ロ－ル紙へ切り替えて使用することはできま
せん。( ヘッドの一部がプラテンと直接擦れる
ことで、ヘッドが劣化しているため )

注意事項：
１）カッタ－の刃には手をふれないでください。
 ・ 用紙排出口の中にはカッタ－がありますので、プリンタ動作中は勿論ですが、非動作時においても絶対

に手を入れないでください。
 ・ 用紙交換時にはプリンタカバ－を開けますが、プリンタカバ－内部にはカッタ－の刃がありますので、

カバ－オ－プン状態においてはカッタ－の刃の付近に顔や手を絶対に近づけないようにしてください。
２）印字中およびカッタ－動作中にカバ－オ－プンレバ－を押して、プリンタカバ－を開けないでください。
３）プリンタカバ－を手で押さえた状態で、カバ－オ－プンレバ－の操作を行わないでください。
４）プリンタカバ－を閉じた状態での紙の引き抜きは行わないでください。
５）サ－マルヘッドの発熱体およびドライバ－ＩＣの部分は破損しやすいため、金属やサンドぺ－パ－等を接
触させないでください。

６）印字中および印字直後は、ヘッド近傍が高温になり火傷をする危険性があるため、絶対に手を触れないで
ください。

７）ヘッドの発熱体部分を手で触れると、汚れが原因での印字品質低下となる場合がありますので、ヘッドの
発熱体部分には手を触れないようにしてください。

８）サ－マルヘッドは静電気によりドライバ－ＩＣ等が破壊する恐れがありますので直接手で触れないでくだ
さい。

９）推奨記録紙以外を使用すると、印字品質やサ－マルヘッドの寿命を保証できない場合があります。特に
記録紙の成分に [Na+、K+、Cl － ] が含まれますと、サ－マルヘッドの寿命が著しく低下する場合があり
ますので注意してください。

10） 結露等によりヘッド表面に水分が付着した状態での印字は行わないでください。

ロ－ル紙ガイド
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3-4.　PC側のＵＳＢケ－ブルの接続

PCのUSBポ－トにUSBインタ－フェイスケ－ブルを接続して
ください。

注記： Windows 98/Me の場合、PC とプリンタがUSB 
ケーブルで接続した状態で、 はじめてプリンタの
電源を入れると、PC の画面に下記のようなダイア
ログが表示されることがあります。

 その場合は CD － ROM 内の Documents フォルダ
内のソフトウェアマニュアルを参照してください。

3-5. プリンタソフトウェアのインスト－ル
ここでは、添付のCD－ROMに収められているプリンタドライバとユ－ティリティソフトのインスト－ル手順につ
いて説明します。
対応するOSは、下記のWindowsです。
LinuxとMacintosh OS Xについては、それぞれCD－ROM のLinuxとMacフォルダ内のソフトウェアマニュアルを
お読みください。

・Windows 98 SE
・Windows Me
・Windows 2000
・Windows XP

(1) PCの電源をオンにし、Windowsを起動します。

(2) 添付のプリンタドライバ・ユ－ティリティ CD－ROMを
PCにセットします。

(3) 画面に表示される手順に従ってください

(4) 図のような画面が表示されたら、完了しましたので［OK］
ボタンをクリックしてください。

表示される画面はご利用の環境によって異なります。これでプリンタソフトウェアのインスト－ルは終了です。
再起動を促すメッセ－ジが表示された場合は、Windows を再起動してください。
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3-6. 電源コ－ドの接続
注意： 電源コ－ドの接続、または取り外しを行う場合は、作業を行う前に必ずプリンタおよびプリンタと接続

する全ての機器の電源スイッチをＯＦＦにしてください。その後、電源コ－ドのプラグをコンセントか
ら外してください。

(1) 電源コ－ドをプリンタ背面のＡＣインレットに接続して
ください。

(2) 電源コ－ドのプラグをＡＣ１００Ｖのコンセントに差し
込んでください。

 ● ア－ス端子と周囲のア－スから取れる金属部分
 　（ア－ス端子のあるコンセントなど）を接続してくだ
 　さい。

　
 　警告
　　ガス管にア－ス線を接続すると危険です。絶対に行わないでください。

3-7. 電源の投入　　
3-6項に従って、電源コ－ドを接続してください。

 プリンタの側面に設置されている電源スイッチをＯＮに
してください。

 ＯＮにすると、操作パネルのＰＯＷＥＲランプが点灯し
ます。

注記： Windows 98/Me の場合、PC とプリンタがUSB ケーブルで接続した状態で、 はじめてプリンタの電源を
入れると、PC の画面に下記のようなダイアログが表示されることがあります。

 その場合は CD － ROM 内の Documents フォルダ内のソフトウェアマニュアルを参照してください。
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電源スイッチ

アース端子



以下の付属品は、必ず取り付ける必要はありません。
必要な方のみ取り付けてください。
・壁掛け金具
・ゴム足
・スイッチメカクシ

4-1.　壁掛け金具の取り付け
(1) プリンタ本体に取り付け金具を取り付けた後、添付品の
Ｍ 3ネジ 2本で締め付け、しっかりと固定してください。

(2) プリンタ本体を壁に掛けてください。
 

(3) カバ－オ－プンレバ－を押して、プリンタカバ－を開い
てください。

(4) ロ－ル紙を図の向きでプリンタにセットしてください。

4-2.　ゴム足の取り付け
(1) 図のように、４ヶのゴム足を貼り付けてください。
 貼り付ける際は、貼り付ける部分の汚れをよく拭き取っ
てから行ってください。

４. その他の付属品の取り付け
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(2) カバ－オ－プンレバ－を押して、プリンタカバ－を開い
てください。

(3) ロ－ル紙を図の向きでプリンタにセットしてください。

4-3. スイッチメカクシの取り付け　　

スイッチメカクシを取り付けることによって、以下のことが
可能になります。

・誤って電源スイッチを操作してしまうことを防止します。
・他の人に電源スイッチを簡単に操作できないようにします。

スイッチメカクシを図のように貼り付けてください。

スイッチメカクシにある穴に、ボ－ルペンなど先の細いも
のを差し込むことによって、電源スイッチをＯＮ ( I ) また
はＯＦＦ (O) にすることができます。
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感熱ロ－ル紙については、以下のものを使用してください。

１） 用紙仕様（感熱紙）
・ 紙厚 ： 65 μ m～ 85μm（三菱ハイテック F5041 は除く）
・  紙幅 ： 79.5 ± 0.5 mm
  　（ロ－ル紙ガイド使用時は、57.5 ± 0.5 mm）
・ 外形寸法
 　巻径   ： 最大ロ－ル径φ 83 mm
 　幅（巻上がり寸法） ： 80 +0.5 mm
    （ロ－ル紙ガイド使用時は、58 +0.5 mm）
・  軸芯内径／外径 ：外径φ 18± 1mm/ 内径φ 12± 1mm 　　　　
・ 発色面 ：ロ－ル外側
・ 終端処理 ：ロ－ル紙と軸芯の固定は糊付けしないでください。
  　終端は紙折り加工を行わないでください。

２） 推奨感熱紙

-　1

５. 感熱ロール紙

-　1

 メ－カ－ 製 品 名 品質特性・用途 
紙厚       

    ( μ m)
 三菱製紙 P220AG ノ－マルタイプ 65
  HP220AB-1 高保存タイプ 75
  P220AGB ノ－マルタイプ   カ－ド･チケット用 80
  PB670 ２色タイプ（赤黒） 75
  PB770 ２色タイプ（青黒） 75
 三菱ハイテック F5041 ノ－マルタイプ 60
 王子製紙 PD150R ノ－マルタイプ 75
  PD160R 超高保存タイプ 65/75
  PD750R ２色タイプ（赤黒） 75
  PD700R ２色タイプ（青黒） 75
 日本製紙 TF50KS-E2C ノ－マルタイプ 65
 ＫＳＰ P320RB ２色タイプ（赤黒） 65
  P320BB ２色タイプ（青黒） 65
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6-1. 操作パネル

①ＰＯＷＥＲランプ（緑）
　オンライン状態のとき、点灯します。

②ＥＲＲＯＲランプ（赤）
　ＰＯＷＥＲランプとの組合せにより、エラ－の内容を表示し
　ます。

③ＦＥＥＤボタン
　オンライン状態のとき、FEED ボタンを押すと紙送りをします。

6-2. エラ－表示

１） 自動復帰するエラ－

 エラ－の内容 POWERランプ ERROR ランプ 復帰条件
 ヘッド高温検知エラ－ 点滅 (0.5 秒 ) 消灯 ヘッド温度の低下により自動復帰
 基板高温検知エラ－ 点滅 (2 秒 ) 消灯 基板温度の低下により自動復帰 
 カバ－オ－プンエラ－ 点灯 点灯 カバ－を閉めることにより自動復帰
    

２） 復帰不可能なエラ－
 エラ－の内容 POWERランプ ERROR ランプ 復帰条件
 ヘッドサ－ミスタエラ－ 点滅 (0.5 秒 ) 点滅 (0.5 秒 ) 復帰不可能
 基板サ－ミスタエラ－ 点滅 (2 秒 ) 点滅 (2 秒 ) 復帰不可能
 ＶＭ電圧エラ－ 消灯 点滅 (1 秒 ) 復帰不可能
 ＶＣＣ電圧エラ－ 点滅 (1 秒 ) 点滅 (1 秒 ) 復帰不可能
 ＥＥＰＲＯＭエラ－ 点滅 (0.25 秒 ) 点滅 (0.25 秒 ) 復帰不可能
 ＵＳＢエラ－ 点滅 (5 秒 ) 点滅 (5 秒 ) 復帰不可能
 ＣＰＵエラ－ 消灯 消灯 復帰不可能
 ＲＡＭエラ－ 消灯 点灯 復帰不可能

注１） 復帰不可能なエラ－が発生した場合は、できるだけ早く電源をＯＦＦにしてください。
注２） 復帰不可能なエラ－が発生した場合は、修理を依頼してください。

６. 表示部と各種機能

３） 用紙カットエラ－
 エラ－の内容 POWERランプ ERROR ランプ 復帰条件
 用紙カット中にエラ－が 消灯 点滅 (0.125 秒 ) 電源ＯＦＦ後、詰まった用紙などのエラ－
 発生した   原因を取り除き、カッタ－を正常位置に戻 
 （カットエラ－）   して電源を再投入すれば、復帰可能  
    （８－３項参照）

注記： 但し、カッタ－が正常位置に戻ることができない場合、またイニシャル動作ができない場合は復帰不可
能なエラ－となります。
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③ FEED ボタン

② ERROR ランプ（赤）

① POWER ランプ（緑）



6-3. 自己印字
 テスト印字
 FEED ボタンを押しながら電源をＯＮにしてください。
 テスト印字を行います。Ver.No.、ディップスイッチの状態、キャラクタの順で印字します。
 印字が始まったら、FEED ボタンから手を離してください。
 自己印字終了後は、通常モードで立ち上がります。

４） 用紙検出エラ－
 エラ－の内容 POWERランプ ERROR ランプ 復帰条件
 用紙無しエラ－ 点灯 点滅 (0.5 秒 ) 用紙をセットした後にプリンタカバ－を閉
    めることにより自動復帰
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7. 紙詰まりの予防と除去方法

7-1. 紙詰まりの予防
用紙は、排出中やカット終了前に触れないでください。
排出中に手で抑えたり、引っ張ったりすると紙詰まりやカット不良、または改行不良の原因になります。

7-2. 紙詰まりの除去方法
紙詰まりが発生した場合には、以下の手順で用紙を除去してください。

 (1) 電源スイッチをＯＦＦにして、プリンタの電源を切断します。　

 (2) カバ－オ－プンレバ－を押して、プリンタカバ－を開いてください。

  オ－トカッタ－タイプにおいて、もしプリンタカバ－が開かない場合は、オ－トカッタ－がホ－ムポジ
ションにない場合ですので、7－3 項の記述に従ってオ－トカッタ－をホ－ムポジションに戻してくだ
さい。

  そして、ペ－パ－ジャムを取り除いてから、プリンタカバ－を開いてください。

 (3) 詰まった用紙を取り除いてください。

注意： 用紙を取り除く時はプリンタを破損しないように注意してください。
 特にサ－マルヘッドは破損しやすい部品ですので、触れないように注意してください。

 (4) 用紙を真っ直ぐにセットして、プリンタカバ－を静かに閉じてください。

注意１： 用紙は真っ直ぐにセットしてください。用紙が斜行したままプリンタカバ－を閉じると紙詰まり 
および紙無しエラ－等の原因になります。

注意２： プリンタカバ－はカバ－の両サイドを押してロックしてください。中央部を押してロックすると、
ロックが不完全になる場合があります。

     ロックが不完全な場合、印字動作が行われないことがあります。

 (5) 電源スイッチをＯＮにしてプリンタの電源を投入してください。

 　  また、この時にＥＲＲＯＲランプが消灯していることを確認してください。

注意： ＥＲＲＯＲランプが点灯中は印字命令等を受付けませんので、プリンタカバ－は確実にロックして
ください。
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7-3. カッタ－ジャム解除方法（オ－トカッタ－タイプのみ）
カッタ－ジャムが発生した場合には、以下の手順でカッタ－ジャムを解除してください。

注意：カッタ－を保守するときは危険ですので必ず電源を切ってから行ってください。

 (1) 電源スイッチをＯＦＦにして、プリンタの電源を切
断してください。　

 (2) フロントカバ－を取り外してください。
  カッタ－が現れます。

 (3) 詰まった用紙を取り除いてください。
注意：  用紙を取り除く時はプリンタを破損しない

ように注意してください。
 特にサ－マルヘッドは破損しやすい部品ですの

で、触れないように注意してください。

(4) カッタ－がロックしている場合はカッタ－の横のプラス
ネジ穴にプラスドライバを差し、右図の矢印方向に回し
てカッタ－を正常位置に戻してください。

(5) プリンタカバ－を開き用紙ジャムを除去し再度用紙を
セットしてください。

(6) フロントカバ－を取り付け、電源スイッチをＯＮにして
ください。
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紙粉やほこり等により、印字した文字が部分的に出なくなることがあります。これらを予防除去するために、
ペ－パ－ホルダ－、用紙走行部の紙粉、サ－マルヘッド表面に黒色状にたまった紙粉を取り除いてください。
清掃は６ヵ月に１度又は 100 万行印字毎を目安に行います。

8-1. サ－マルヘッドの清掃　

サ－マルヘッド表面にたまった黒色状の紙粉は、イソプロピルアルコ－ル（ＩＰＡ）を使用して除去してください。

注意１： サ－マルヘッドは破損しやすい部品です。清掃の際は柔らかい布で、傷をつけないように注意して清掃
してください。

注意２： サ－マルヘッドが高温になっている印字動作直後は、サ－マルヘッドの清掃は行わないでください。
注意３： サ－マルヘッドの清掃の際、静電気によるヘッドの破壊等のトラブルの危険性がありますので、静電気

には注意してください。
注意４： 電源はアルコ－ルが完全に乾いた後で投入してください。

8-2. ペ－パ－ホルダ－、用紙走行部の清掃

ペ－パ－ホルダ－、用紙走行部の紙粉は、柔らかい布等で除去してください。

8. 定期清掃
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このプリンタは外部機器（キャッシュドロワ－など）を駆動するためのドライブ回路が装備されています。
ドライブ回路の出力側として、外部機器駆動用コネクタ（6Pモジュラ－ジャックコネクタ）が実装されています。
ドライブ回路を使用する場合はこのコネクタにケ－ブルを取り付けてください。（ケ－ブルはユ－ザ－側で用意し
てください。）
推奨ケ－ブルの仕様を下記に示します。

　推奨ケ－ブル仕様

 ドライブ出力 24V、MAX1.0A

TR1, 2 : D1866 相当
R1 = 10KΩ
R2 = 33KΩ

  取扱い上の注意
　１） 外部機器１と外部機器２を同時に駆動させることはできません。
 連続して駆動する場合は、デュ－ティを 20%以下としてください。
　２）コイル L1、L2 の抵抗値は 24Ω以上。
　３） ダイオ－ドD1、D2の絶対最大定格 (Ta=25℃ ) 
         平均整流電流 IO=1A
　４）トランジスタ TR1、TR2 の絶対最大定格 (Ta=25℃ ) 
         コレクタ電流 IC=2A

9. 外部機器駆動回路

 メ－カ－ 型　番
 MOLEX 90075－0007
 AMP 641337
 BURNDY B－66－4

注記）ピン 1( フレ－ムグランド ) はシ－ルド線とする。
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10-1. 一般仕様
１） 印字方式 ： ダイレクトラインサ－マル印字方式（感熱方式）
２） 印字速度 ： 最大 1000 ドットライン /秒（125 mm/ 秒）
３）ドット密度 ： 8 ドット / mm（203 dpi）
４） 印字領域 ： 最大 72 mm
５） 用紙仕様 ： 詳細は 5章の用紙仕様を参照してください。
   紙幅 ： 79.5 ± 0.5 mm
     57.5 ± 0.5 mm（ロ－ル紙ホルダ使用時）
   巻径 ： 最大ロ－ル径φ 83 mm
６） 外形寸法 ： 幅 約 142 mm×奥行き 約 204 mm×高さ 約 132 mm
７） 重　　量 ： オ－トカッタ－モデル　約 1.72Kg （ロ－ル紙なし）
   ティアバ－モデル　　　約 1.56Kg （ロ－ル紙なし）
８） 騒　　音 ： 約 49 dB（オ－トカッタ－モデル）
   約 48 dB（ティアバ－モデル）

１0. 仕　様

10-2. オ－トカッタ－仕様
１）カットデュ－ティ ：１カット /３秒 以内
２） 紙厚    ： 65 μ m～ 85μm 

10-3. インタ－フェイス
１）仕様　　　：USB2.0   フルスピード
　　　　　　　　プリンタクラス、ベンダクラス対応
２）コネクタ　： Type B

10-4. 電源仕様
１）電圧　　　　：100VAC ± 10%    50/60Hz
２）電力消費量　：  待機時 　　　　　　約 3W
　　　　　　　　　ＡＳＣＩＩ連続印字時　　平均約 40W 
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10-5. 環境仕様
 温度、湿度

１） 動作時
 温度　　　： 5℃～ 45℃
 湿度　　　： 10%RH～ 90%RH（非結露）

２） 保存時（ロ－ル紙を除く）
 温度　　　： -20℃～ 60℃
 湿度　　　： 10%RH～ 90%RH（非結露）
 ※但し、高温高湿については 40℃ 90%RH（非結露）の組み合わせを最悪値とします。

10-6. 信頼性仕様  
１）寿命　機械体：2000 万行
 　　 ヘッド　　　　：1億パルス、100Km( ヘッド平均抵抗値変化率± 15%以下 )
 　　　　　　　　 　　2色の場合は 5000 万パルス、50Km( ヘッド平均抵抗値変化率± 15%以下 )
 　　 オ－トカッタ－：65μm≦紙厚≦ 85μmの場合
 　　　　　　　　　　 100 万カット
　　＜条件＞
　　　平均印字率　　12.5%
　　　推奨感熱紙　　65μm

２）ＭＣＢＦ：6000 万行
 MCBF の定義は機械体の寿命である 2000 万行に至るまでの偶発故障、磨耗故障を含めた総合的な故障間隔
 とする。
 ※  機械体の寿命はあくまで 2000 万行であり、MCBF6000 万行は耐用寿命を表すものではない。

３）オ－トカッタ－（寿命）
 65 μm≦紙厚≦ 85μmの場合、100 万カット

 ※ 上記、信頼性仕様は全て推奨感熱紙を使用した場合の数値であり、推奨感熱紙以外の紙においては、
  信頼性の保証はできません。
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